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筬職人として信頼の厚かった創業者  

 

 平 和 金 筬 製 作 所 創 業 者 の 豊 田 兼 光 氏 に つ い て は 、 限 ら れ た 情 報 し

か な い 。 兼 光 氏 の 次 女 ・ 洋 子 氏 は 、 父 親 に つ い て 生 前 多 く の こ と を

聞 く 機 会 が な か っ た 。  

 兼 光 氏 は 、1 9 2 8 年 9 月 2 7 日 に 今 治 市 蔵 敷 町 に て「 筬 職 人   」

で あ っ た 父 親 の 喜 市
き い ち

氏 の 次 男 と し て 誕 生 し た 。 兄 の 秋 信 氏 は 、 兼 光

氏 と 同 様 に 筬 職 人 で あ り 、 豊 田 家 は モ ノ づ く り の 家 系 で あ る 。  

 第 二 次 世 界 大 戦 中 に 電 信 技 師 と

し て 満 州 に 赴 任 し た こ と を 洋 子 氏

は 記 憶 し て い る が 、 詳 細 は 知 ら な

い 。  

 平 和 金 筬 製 作 所 で は 、 創 業 時 か

ら 織 機 用 筬 お よ び 整 経 機 用 筬 の 製

作 お よ び 修 理 を 主 要 な 業 務 と し て

き た が 、兼 光 氏 が 現 役 の 頃 は 、筬 の

み な ら ず 周 辺 の 機 械 や 部 品 の 修 理

お よ び 加 工 も 請 け 負 っ た 。  

平 和 金 筬 製 作 所 の 受 注 伝 票 の 記

録 を み る と 、受 注 内 容 に「 ナ ッ ト 」

「 ネ ジ 」、「 ワ ッ シ ャ ー 」、「 残 糸 巻 取

金 具 」、「 タ イ イ ン グ マ シ ン の ハ ン

ド ル 」「 歯 車 」、「 ト ヨ タ 織 機 の 地 ヅ メ 装 置 レ バ ー 」、「 ト ヨ タ 織 機 部 品 」、

「 ブ ロ ア ー 」、「 川 引 の 装 置 」、「 毛 出 し レ バ ー 」、「 地 糸 （ 経 糸 ） 取 付

金 具 」 と い っ た 記 載 が あ る 。 こ の 記 録 か ら 、 兼 光 氏 は タ オ ル づ く り

に 欠 か せ な い 周 辺 機 械 の 部 品 の 修 理 や 改 良 、 ジ ャ カ ー ド 機 の 組 み 立

て も 請 け 負 っ て い た こ と が わ か る 。 屋 号 に 「 金 筬 」 と あ る が 、 鉄 工

所 や 機 料 品 店 が 担 う 仕 事 も カ バ ー し て お り 、 繁 盛 期 に は 鉄 工 部 門 を

設 け て 2 人 の 鉄 工 職 人 を 雇 用 し て い た 。平 和 金 筬 製 作 所 の 作 業 場 に

は そ の 名 残 が あ り 、 通 常 鉄 工 所 に あ る よ う な 溶 接 機 械 や 旋 盤 機 な ど
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が 残 っ て い る 。  

 

   

兼 光 氏 が か つ て 各 種 部 品 の 修 理 等 に 使 っ て い た 道 具 類 （ 左 ）  

溶 接 に 使 っ た 機 械 ・ 道 具 類 （ 右 ）  

 

織 機 の 大 き な 技 術 的 な 変 化 は シ ャ ト ル 織 機 か ら 革 新 織 機 へ の 移 行

に あ り 、 こ れ と 並 行 し て 筬 の 製 作 に も 変 化 が 生 じ た 。 筬 の 原 理 や 機

能 は 昔 か ら 変 わ ら な い が 、 筬 の 素 材 や 生 産 工 程 、 工 作 機 械 な ど が 従

来 の シ ャ ト ル 織 機 用 筬 の 製 作 と は 異 な り 、 新 た な 設 備 や ノ ウ ハ ウ を

必 要 と し た 。  

兼 光 氏 は 、 1 9 8 0 年 代 の 半 ば 頃 、 革 新 織 機 用 の 筬 づ く り の 技 術 を

学 ぶ た め （ 株 ） 木 地 リ ー ド   に 見 学 に 行 っ た こ と が あ る 。 木 地 リ

ー ド は 、 か つ て 絹 織 物 産 地 で あ り 現 在 は 合 成 繊 維 織 物 産 地 で あ る 石

川 県 金 沢 市 に 本 社 を 構 え る 。 パ イ ル の あ る タ オ ル と 他 の 織 物 は 、 筬

の 加 減 が 微 妙 に 違 う た め 、 タ オ ル 向 け の 筬 の 製 作 に は 職 人 の 智 恵 と

技 術 と 経 験 が な け れ ば 、 応 用 す る の は 難 し い 。  

 革 新 織 機 に は レ ピ ア 式 、 エ ア ー ジ ェ ッ ト 式 、 グ リ ッ パ ー 式 の お も

に 3 つ あ り 、兼 光 氏 は 、主 流 の レ ピ ア 式 に つ い て は 対 応 で き る よ う

に 1 9 8 0 年 代 後 半 か ら 準 備 し て き た が 、生 産 性 が 抜 群 に 優 れ て い る

エ ア ー ジ ェ ッ ト 式 が 2 0 0 0 年 頃 に 今 治 に 入 っ て き た 際 、こ れ も 自 社

TRC-S5562
ノート注釈
1914年創業の石川県白山市に本社を構える筬（reed）メーカー。織機用筬を主力製品にその他繊維機械の部品を製造。国内は北海道岩内町にマザー工場を置き、台湾やインドネシア、中国、ベトナムなどのアジア諸国、欧米にも進出し、現在筬製造では世界トップシェアを誇る。
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で 扱 う べ き か 否 か の 選 択 を 迫 ら れ た 。 エ ア ー ジ ェ ッ ト 式 の 筬 は 、 図

3 に 描 い た よ う に 、 他 の 織 機 の 筬 羽 （ 筬 歯 と も 言 う ） と 形 状 が 異 な

る た め 、 新 た に 機 械 を 設 備 し な け れ ば な ら な い 。  

 

図 3   筬 羽 の 違 い  

 

出 典 ： 筆 者 作 成 。  

 

兼 光 氏 は 、「 エ ア ー ジ ェ ッ ト は 今 治 で は 普 及 し な い だ ろ う 」と 考 え 、

レ ピ ア 式 に 集 中 す る こ と を 選 ん だ 。 こ の 判 断 は 、 結 果 的 に 正 鵠 を 射

た も の だ っ た 。 当 時 産 地 で は 、 エ ア ー ジ ェ ッ ト 式 革 新 織 機 で 製 織 し

た 際 の 毛 羽 立 ち が 問 題 と な り 、 筬 羽 が 壊 れ や す い と い う 問 題 も 重 な

っ て あ ま り 普 及 し な か っ た 。  

し か し コ ロ ナ 禍 後 、 改 良 型 が 市 場 に 投 入 さ れ 、 革 新 織 機 の な か で

も 生 産 性 の 高 い エ ア ー ジ ェ ッ ト 式 は 、「 も の づ く り 補 助 金   」制 度

を 利 用 し て 今 治 で も 浸 透 し つ つ あ る 。  

兼 光 氏 は 、亡 く な る 3 日 前 ま で 作 業 場 で 仕 事 に 励 み 、人 生 の 最 期

ま で 生 涯 現 役 を 貫 い た 。洋 子 氏 の 記 憶 で は 、若 い 頃 は 朝 の 8 時 に 作

TRC-S5562
ノート注釈
「中小企業・小規模事業者が生産性向上に資する革新的な新製品・新サービス開発や海外需要開拓を目的とした設備投資・システム導入を行う際に活用できる補助金」である（独立行政法人中小企業基盤整備機構HPより引用）。
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業 場 に 入 り 、 夜 の 1 0 時 く ら い ま

で 作 業 場 か ら 離 れ な か っ た 。 休 息

日 と し て 日 曜 日 だ け 休 ん で い た

が 、 そ の 他 の 曜 日 は 仕 事 に 没 頭 し

た 。  

 洋 子 氏 か ら み た 父 親 は 、 と に か

く よ く 働 い た 人 で あ る 。 一 言 で 表

現 す る の は 難 し い が 、「 筋 の 通 っ た

人 」、「 弱 音 を 吐 か な い 人 」、「 仕 事 に

は 妥 協 を 許 さ な い 人 」、「 几 帳 面 な

人 」で あ り 、実 直 に 筬 の 仕 事 を 愛 し

た 人 で あ っ た 。 父 親 の 仕 上 げ る 筬

は 寸 分 違 わ ず 、 表 面 が き ら き ら と 輝 い て い た 。 兼 光 氏 は 、 201 2 年

4 月 1 6 日 に 享 年 8 5 歳 で 亡 く な る が 、最 期 ま で 職 人 の 顔 で あ っ た 。  

 

 

3 .  筬 の 技 術 的 変 遷  

 

織機の進化とともに竹筬から金筬へ  

 

 筬 の 技 術 的 変 遷 に つ い て 、 日 本 が 織 物 業 で 近 代 化 を 目 指 し た 明 治

以 降 の 織 機 の 移 り 変 わ り と と も に み て い こ う 。  

 織 機 は 、 糸 か ら 布 を つ く る 機 械 （ 器 械 ） で あ り 、 基 本 的 な 要 素 は

「 開 口 」、「 杼 打 ち 」、「 筬 打 ち 」 で あ る 。 織 機 の 技 術 進 歩 の 焦 点 は 、

主 と し て ① 緯 糸 を い か に 効 率 よ く 経 糸 に 通 す か 、 ② 緯 糸 の 補 充 を い

か に 合 理 的 に 処 理 す る か で あ る が 、 こ れ ら の 作 業 を 効 率 的 に お こ な

う た め の 道 具 の ひ と つ が「 筬 」で あ る 。筬 は 、英 語 で は リ ー ド r e e d

と 言 う 。こ の r e e d は「 葦
あ し

」の 意 味 が あ り 、西 洋 諸 国 で は 筬 の 羽 を 葦

で つ く っ て い た こ と に 由 来 し て い る 。  

筬 の 役 割 は 、 経 糸 の 間 隔 を 一 定 に し て 糸 が 絡 ま な い よ う に す る こ
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と 、 経 糸 の 間 に と お さ れ た 緯 糸 を 強 く 織 り 込 む こ と で あ り 、 筬 の 基

本 的 な 構 造 は 昔 も い ま も 大 き な 違 い は な い 。  

 最 初 に 、図 4 を 参 照 し な が ら 、戦 前 に お け る 織 機 の 変 遷 を 整 理 す

る 。 明 治 以 降 、 大 手 の 紡 績 兼 営 織 布 メ ー カ ー で は 海 外 か ら 鉄 製 広 幅

織 機 が 輸 入 さ れ 、 一 気 に 近 代 化 が 図 ら れ た 。 一 方 、 零 細 ・ 中 小 規 模

の 織 物 業 者 は 、 国 内 の 中 小 規 模 の メ ー カ ー が 供 給 す る バ ッ タ ン 機 か

ら 近 代 化 が は じ ま る 。 バ ッ タ ン 機 は 、 イ ギ リ ス で 発 明 さ れ た 飛 杼 を

高 機 に 取 り 付 け た も の だ が 、 日 本 で 知 ら れ る よ う に な っ た 契 機 は 、

① 京 都 府 の 織 物 伝 習 生 で あ っ た 佐 倉 常 七 、 井 上 伊 平 衛 、 吉 田 忠 七 が

フ ラ ン ス か ら ジ ャ カ ー ド 機 と バ ッ タ ン 機 を 購 入 し て 帰 国 し 、 1 874

年 の 第 2 回 京 都 博 覧 会 に 出 品 し た こ と 、② 佐 野 常 民 が ウ ィ ー ン 万 国

博 覧 会 か ら バ ッ タ ン 一 式 を 購 入 し 18 75 年 の 東 京 山 下 門 内 勧 業 試 験

場 に 設 置 し た こ と で あ る 。 佐 倉 常 七 は 、 こ の と き 日 本 に 初 め て 金 筬

も 日 本 に 持 ち 込 ん で い る 。 金 筬 に 関 し て 付 言 す れ ば 、 金 筬 を 最 初 に

発 明 し た 人 物 に つ い て 諸 説 あ る が 、 飛 杼 を 発 明 し た ジ ョ ン ・ ケ イ で

あ る と い う 説 が あ り 、 そ の 際 リ ー ド ワ イ ヤ ー 製 造 機 も 考 案 し て い た

可 能 性 も あ る （ 加 藤 忠 一 『 金 筬 お よ び 筬 屋 』 ブ イ ツ ー ソ リ ュ ー シ ョ

ン 、 2 0 0 7 年 ）。  

バ ッ タ ン 機 の あ と に 普 及 し た の が 足 踏 み 機 で あ る 。 足 踏 み 機 の 本

格 的 普 及 は 、 188 7 年 の 三 重 県 の 松 田 式 織 機 の 完 成 か ら で あ り 、 遠

州 地 方 で は 1 9 0 4 年 頃 に は 7 , 0 0 0 台 が 利 用 さ れ た 。  

足 踏 み 機 を へ て 木 鉄 混 製 小 幅 力 織 機 が 登 場 し 、 生 産 性 の 向 上 が 図

ら れ た 。 初 期 力 織 機 の 主 要 な も の に 渡 辺 恭 ・ 柴 田 徳 蔵 （ 長 野 県 ） に

よ る「 渡 辺・柴 田 式 」、寺 沢 幸 三 郎（ 栃 木 県 ）に よ る 18 92 年 完 成 の

「 寺 沢 式 」、 豊 田 佐 吉 （ 愛 知 県 ） に よ る 189 6 年 完 成 の 「 豊 田 式 」、

斎 藤 外 市 （ 山 形 県 ） に よ る 189 8 年 完 成 の 「 斎 外 式 」、 原 田 元 治 郎

（ 大 阪 ） が 大 工 の 久 保 田 石 松 に 力 織 機 の 試 作 を 依 頼 し た こ と か ら 完

成 し た 「 原 田 ・ 久 保 田 式 」 が あ る 。 こ の よ う に 、 安 価 な 木 鉄 混 製 小

幅 力 織 機 は 各 地 域 の 小 規 模 な 織 機 メ ー カ ー に よ っ て 供 給 さ れ た 。 力

織 機 の 導 入 は 、 白 木 綿 産 地 の 遠 州 ・ 知 多 ・ 泉 南 、 羽 二 重 織 物 産 地 の
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鶴 岡 ・ 福 井 ・ 川 俣 ・ 石 川 ・ 大 聖 寺 な ど 比 較 的 単 純 な 織 物 で 輸 出 物 を

製 造 し た 地 域 に お い て 早 か っ た 。  

そ し て 、 1 9 1 0 年 頃 よ り 広 幅 鉄 製 織 機 が 木 鉄 混 製 小 幅 力 織 機 に 代

替 さ れ 、 遠 州 や 知 多 、 泉 南 地 域 で 広 幅 化 が 進 行 し 、 筬 打 ち の 衝 撃 に

耐 え う る 鉄 製 へ 移 行 し た 。 そ の 嚆 矢 が 1 9 0 8 年 豊 田 式 織 機 の H 式

広 幅 鉄 製 織 機 で あ る 。 鉄 製 織 機 に 使 わ れ た 筬 も 金 筬 （ 鉄 製 ） へ と 変

わ り 、工 業 生 産 織 物 の す べ て が 金 筬 に 代 わ る の は 大 正 後 期 で あ る（ 加

藤 忠 一 『 金 筬 お よ び 筬 屋 』 ブ イ ツ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン 、 2 0 0 7 年 ）。  

 

図 4   織 機 と 筬 の 変 遷  

 

出 典 ： 筆 者 作 成 。  

 

ち な み に 、 自 動 織 機 は 、 1 9 0 3 年 に 日 本 で 力 織 機 化 が 進 行 す る タ

イ ミ ン グ で す で に 発 明 さ れ て い た が（ 1 9 0 0 年 特 許 取 得 ）、そ の 先 陣

を 切 っ た の が 豊 田 佐 吉 と 章 一 郎 親 子 で あ っ た 。 本 格 的 な 自 動 織 機 の

開 発 は 、 豊 田 を 中 心 に 大 正 1 0 年 代 に 入 っ て か ら で あ る （ 戦 前 の 織
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機 の 変 遷 に つ い て は 、 石 井 正 「 第 2 章  繊 維 機 械 技 術 の 発 展 過 程 ：

織 機 ・ 紡 績 機 械 ・ 製 糸 機 の 導 入 ・ 普 及 改 良 ・ 創 造 」 中 岡 哲 郎 他 『 近

代 日 本 の 技 術 と 技 術 政 策 』国 際 連 合 大 学 、1 9 8 6 年 、1 07 - 1 3 3 頁 ）。  

 

 

 

参 考 ： 中 央 の 二 つ が 竹 筬  

（ 十 日 町 市 博 物 館 「 常 設 展 示 室  織 物 の 歴 史 」 に て 筆 者 撮 影 ）  

 

 戦 前 か ら 1 9 9 0 年 代 ま で 、織 機 の 主 流 は 杼 の あ る シ ャ ト ル 織 機 で

あ っ た 。 現 在 は 革 新 織 機 が 大 半 を 占 め る が 、 ミ ナ ト タ オ ル の よ う に

シ ャ ト ル 織 機 の み を 稼 働 さ せ て い る タ オ ル メ ー カ ー が あ り 、 今 治 で

は 現 在 も シ ャ ト ル 織 機 が 現 役 で 動 い て い る （ ミ ナ ト タ オ ル に つ い て

は 「 タ オ ル び と 」 2 0 1 8 年 8 月 号 〜 1 1 月 号 を 参 照 ）。  

 平 和 金 筬 製 作 所 で は 、シ ャ ト ル 織 機 と 革 新 織 機 の 両 方 の 筬 を 製 作・

修 理 で き る 環 境 を 1 9 8 0 年 代 後 半 か ら 備 え て お り 、か つ て は 今 治 の

ど の タ オ ル メ ー カ ー か ら オ ー ダ ー が 入 っ て も 対 応 で き る よ う に し て

い た 。  
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（ 次 号 に つ づ く ）  




